
われわれが専門としている欠損補綴治療において，オ

ッセオインテグレーテッドインプラントは咬合の再構築

とその維持に欠かせない治療戦略のひとつとなってい

る．現行のインプラント表面にはさまざまな化学的・機
。

械的修飾が施されており，約４５年前のBranemarkらの機

械研磨面と比べて骨結合能がかなり向上している．こう

したインプラント表面の改質技術にも支えられて，免荷

期間（非荷重期間）を設定した従来のプロトコールを遵

守したインプラント治療の臨床成績は１０年で９５％を超え

ており，極めて予知性の高い治療としての地位を確立し

ている．一方で，１９９８年のトロント会議以降，患者の

QoLの向上こそがインプラント治療の目指すべき方向で

あるとして，治療期間の短縮をその中心課題とした患者

主導型インプラント治療の必要性が強調されるようにな

ってきた．このような状況から，①治癒期間の短縮（即

時荷重および早期荷重），②適応症の拡大，③インプラ

ント生存率のさらなる向上を達成しうる画期的な新規表

面の開発が期待されている．

これまで，一般的にRough surfaceの方がSmooth sur-

faceと比べて骨伝導能に優れているとされている．実際

に，ラット骨髄由来間葉系幹細胞をRough surfaceの上で

培養すると，より早く成熟した骨芽細胞に分化し早期に

石灰化組織を形成し始める．しかし，一方で細胞増殖は

Smooth surfaceの上で培養した方が高い値を示す．そこ

で，Rough surfaceの骨芽細胞親和性を向上させることを

目指して，光学処理によりチタン表面を物理化学的に改

質したものを用いて実験を行った．その効果は期待以上

で，光機能化酸処理チタン表面は骨芽細胞への分化を妨

げることなく細胞増殖を２倍に高めることが示され，in

vivoにおける埋入後２週の骨結合強度は，無処理の酸処

理チタン表面の３．１倍にまで増加し，埋入後８週の値と

ほぼ同じであることがわかった（図）．この結果は，オ

ッセオインテグレーション獲得期間を４分の１に短縮す

る可能性を示唆しており，即時インプラントに応用する

上での優位性は極めて高いと考える１，２）．

将来，歯胚の再生なども含む次世代再生医療が欠損補

綴治療に変革をもたらすものと期待しているが，当面は

熟練した治療技術を駆使して生体材料を応用することこ

そがスタンダードと考える．新規生体材料とその分子生

物学的評価に基づく新たな治療法を提案することで健康

科学としての補綴学研究の一端を担っていきたい．
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図 光機能化によるオッセオインテグレーションの早期獲得
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